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 １１１１．．．．研究領域番号研究領域番号研究領域番号研究領域番号        Ａ４ ネットワークとクラウド技術    

 

 ２２２２．．．．研 究研 究研 究研 究 課 題課 題課 題課 題 名名名名        広域分散クラウドのための要素技術動向の調査検証    

 

 ３３３３．．．．研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間  平成２２年９月２８日 ～ 平成２３年３月３１日 

 

 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

柏崎 礼生 東京藝術大学・芸術情報センター 特任助教 
 

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

髙井 昌彰 北海道大学・情報基盤センター 教授 
 

桐山 孝司 東京藝術大学・大学院映像研究科 教授 
 

大石 憲且 （株）ネクステック 代表取締役 
 

中川 郁夫 インテックシステム研究所 取締役 
 

石田 亨 
情報科学芸術大学院大学・メディア表現研

究科 
教授 

 

菊池 豊 高知工科大学・地域連携機構 教授 
 

西村 浩二 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授 
 

山田 晃嗣 
情報科学芸術大学院大学・メディア表現研

究科 
講師 

 

近堂 徹 広島大学・情報メディア教育研究センター 助教 
 

 

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

広域分散クラウド環境への需要や要望に対して、既存のサービスや研究途上の技術が提供できる水

準について議論を深めるため、北海道大学情報基盤センターにて「広域分散クラウドシンポジウム」

を開催した。第一部では大学でのクラウド構築事例として、北海道大学の棟朝雅晴先生、広島大学

の西村浩二先生、情報科学芸術大学院大学(IAMAS)の石田了先生に各校での動向を発表して頂いた。

第二部では企業の取り組みとしてインテックシステム研究所の中川郁夫氏、北海道総合通信網株式

会社の馬場聡氏、株式会社ネクステックの小林悟史氏、広島大学の近堂徹先生から要素技術動向に

関する発表をして頂いた。第三部では高知工科大学の菊池豊先生にコーディネートをお願いし、中

川郁夫氏、株式会社ネクステックの大石憲且氏、馬場聡氏によるパネルディスカッションを行い、 

広域分散クラウドと持続性など様々な方向性からの検討が行われた。 

 

このシンポジウムを発端とし、北海道大学、九州大学、国立情報学研究所などプライベートクラウ

ド環境を持つ研究機関が中心となり学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 (JHPCN) の共同

研究課題「分散クラウドシステムにおける遠隔連携技術」(研究代表: 棟朝雅晴先生、副代表:柏崎) を 
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申請し、採択された。この共同研究には前述の研究期間のほかに広島大学、東京工業大学、東京大

学が参加している。また国立情報学研究所との共同研究にも分散クラウドシステムの運用に関する

課題を提案している (こちらは五月に結果開示予定) 。その他、北海道のようなネットワーク辺境地

域 (Network Anökumene) が多い地方における情報化に必要な自立型電波塔に関する研究開発も

このシンポジウムを通して生まれている。 

 

研究成果として、マルチホーム環境における広域分散クラウドのトラフィックエンジニアリングを

実現するための手法を下記の通り発表している。 

 

� 柏崎礼生, 高井昌彰: 離散イベント型シミュレーションを用いたトラフィックエンジニアリン

グ手法の提案, インターネットと運用技術シンポジウム 2010 論文集, pp.35-42 (2010). [査読

有] 

� Hiroki Kashiwazaki, Yoshiaki Takai: The Simulation Evaluation for An Adaptive Network 

Routing by Using Latency Information, The 11th IEEE/IPSJ International Symposium on 

Applications and the Internet, Future Internet Engineering (FIE 2011) (to appear). [査読有] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


